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第４学年西組 音楽科学習指導案
学習指導者 溝渕 佳子

１ 題材 「様子を思い浮かべて演奏しよう －『魔笛』『魔法のすず』－」

２ 題材について

（１）育成したい「思考力」と学びに熱中する子どもの姿

【育成したい「思考力」】

歌劇『魔笛』の曲想から想像した情景と結び付けながら，『魔法のすず』を演奏すると

きの強弱や速度を思いや意図をもって創意工夫する力

『魔法のすず』の合奏に興味をもち，より自分たちの思いや意図に合う演奏に近づくように練

習を繰り返し，互いに聴き合って感じたことを伝え合いながら，さまざまな曲に表現の工夫を生

かそうとしている。

【学びに熱中する子どもの姿】

本題材では，歌劇『魔笛』から６曲を鑑賞し，それぞれの曲想から情景を想像する。そして，その中

の１曲『これはなんとすばらしいひびきだ…』で演奏される『魔法のすず』の合奏曲を聴き，リコーダ

ーや鉄琴，木琴，キーボード等を使ってグループで合奏していく。その際，不思議な鈴の音の力を思い

浮かべた子どもたちは，自分たちの思いや意図に合うように，『魔法のすず』の強弱や速度をさまざま

に変化させながら合奏を工夫していく。例えば「タミーノが歌う場面では，速度を変えて歌うと不思議

な歌声に聴こえたよ。だから，魔法の鈴の音を聴いて，不思議な力で踊らされている感じを速くしたり

遅くしたりして表したい」や「すてきな魔法の鈴の音が遠くから聴こえてきて，みんなが踊り出したよ。

音が近づく感じにしたいから速度はゆっくりめで，だんだん強くしよう」等と工夫するのである。

子どもたちは，合奏する際に「自分たちの思い浮かべた様子に合うように，工夫したいな」と，強弱

や速度を変化させながら合奏することに興味をもつだろう。例えば「不思議な鈴の音の感じを表すため

に，ゆっくり演奏しよう」「さっきは速さを変えたけど，次は強さを変えてみよう。魔法の力が強くな

っている感じを表すために，最初は弱い音で演奏を始めてだんだん強くしよう」と変化させながら練習

していく。さまざまな合奏を試し，自分たちの思いや意図を表せたと感じた子どもたちは「聴いてほし

い」，うまく表せずに困っている子どもたちは，「友達はどのように表すのかな。聴いてみたい」と思い

始めるだろう。そこで，表す情景を相手に伝えてから互いに演奏を聴き合い，感じたことを伝え合う。

その交流を通して「速くしたり遅くしたりすることで不思議な感じになるね。速度を変えて表す方法も

あるんだね」等と気付く。そして，より自分たちの思いや意図に合うように強弱や速度を工夫していく

だろう。『魔法のすず』での学びを基に「速度や強弱を変えて演奏すると，自分の表したい様子が表せ

ておもしろい。違う曲でも，いろいろに変化させて演奏してみたい」とさまざまな曲の演奏に表現の工

夫を生かしていくのである。

（２）自信度を高め，新たな問題を共有する場を位置づけた題材構成について

事前の質問紙調査では，35名中31名が楽器の演奏が好きと回答しており，意欲的に活動に取り組んで

いる。また，教師の見取りでは，ほとんどの子どもが楽曲を聴いて，その音色やリズム等から情景を思

い浮かべられている。しかし，子どもたちは合奏に取り組む際，「音を間違わないように演奏する」等，

技能面での目標を立てることが多く，情景を思い浮かべて演奏を工夫するまでには至っていない様子が

見られる。情景に合わせた演奏の工夫を考えるのが難しいと回答した子どもが19名おり，どのように演

奏すればよいのか分からない，また，工夫を演奏で表すことに自信がもてない様相が見られる。このよ

うな子どもたちは，『魔法のすず』をリコーダー等で練習した後，「自分の思い浮かべた様子を表すには

どうすればよいのだろうか」「工夫を考えても，うまく演奏できるだろうか」と迷うことが予想される。

そこで，本題材では，練習回数を確保しつつ，強弱，速度の順で難易度を変化させた課題解決の場を

－149－

二
日
目

提
案
授
業
Ⅱ 

指
導
案



- 150 -

複数回設定した構成にし，思い浮かべた情景を表せたという成功体験を積み重ねられるようにしたい。

まず，『魔法のすず』の各パートを階名唱してリコーダー等で練習を繰り返し行い，基礎的な演奏技能

を身につけさせることで，演奏への自信度を高める。次に，「どんな鈴の音かな」と問いかけ，さまざ

まな鈴の音を思い浮かべさせる。そして，「思い浮かべた様子をどのように演奏したらよいのだろう」

という思いをもった子どもたちも安心して取り組んでいけるように，強弱を変化させた演奏を聴き，思

い浮かぶ情景について話し合う場を設定し，実際に強弱を変えて合奏する時間をとる。同様に，速度を

さまざまに変化させた演奏を聴き，思い浮かぶ情景について話し合う場を設定し，速度を変えて合奏す

る時間をとる。このように難易度を徐々に上げながら情景を表す場を設定することで，「思い浮かべた

情景を表すためには，強弱や速度を変えて演奏すればよさそうだ」と，課題を解決して自信度を高めて

いくことができるだろう。さらに，自信を高めた子どもたちは「旋律の高さを変えてみたい」「他の楽

器も加えたい」等と，新たな問題を表出するだろう。それらを共有し，解決していくことで，子どもた

ちは満足感を得て，さまざまな曲に表現の工夫を生かしていこうとするだろう。

（３）題材計画と学習意欲への働きかけ（総時数 ７時間）

次 主な子どもの意識および学習の流れ 学習意欲への働きかけ

第
④～⑥関【魔法ボックス】

一
① 歌劇『魔笛』を鑑賞しよう ブラックボックスに魔法カ

次
歌劇『魔笛』を鑑賞し，さまざまな声種の特徴や，独唱と重唱の違いを感 ードを入れると強弱等が変化

じ取る。その中の１曲『魔法のすず』の合奏曲を聴き，演奏への興味をもつ。 して聴こえる教具を活用し，

② 合奏曲『魔法のすず』を演奏する楽器を選ぼう 変化の効果に興味をもたせる

各パートを階名唱し，まず，主旋律をリコーダーで演奏する練習を全員で とともに，表せる情景の異同

行う。その後，他のパートの楽器を試奏し，演奏する楽器を選ぶ。 に着目できるようにする。

③ パートに分かれて『魔法のすず』を練習しよう ②～⑦自【魔法の楽譜】

パートに分かれて練習する。繰り返し練習をして技能を高めた後，パート 読譜の技能差に応じて楽譜

毎に互いの演奏を聴き合う。「どんな鈴の音かな」と問いかけることで，さま の音符に色付けし，使用する

ざまな鈴の音を思い浮かべ，情景を表すための工夫に興味をもつ。 楽器にも同色の色シール等を

第 ④ 強弱を変えて『魔法のすず』を合奏しよう 貼ることで，どこを演奏すれ

強弱を変えた演奏を聴き，思い浮かぶ情景を話し合い，パート毎に強弱を ばよいか見通しをもって活用

変化させて練習をする。その後，８～９人ずつの４グループに分かれて合奏 できるようにする。

する。自分たちの合奏を録音して聴き，効果を確かめる。 ②～⑦関【魔法タイム】

⑤ 速度を変えて『魔法のすず』を合奏しよう 自分たちの演奏を録音し，

二 速度を変えて④と同様に練習し，グループの合奏を録音して効果を確かめ 聴き返す時間を設定する。自

る。③で思い浮かべた鈴の音を想起させ，「思い浮かべた様子に合わせて演奏 分たちの演奏と他のグループ

を工夫したい」という思いを確認し，次時につなぐ。 の演奏を比較し，異同に着目

⑥ 自分たちの『魔法のすず』を工夫しよう できるようにすることで，思

（本時６／７） い浮かべた情景により近づけ

次 られるようにする。

思い浮かべた『魔法のすず』の情景を表すために，強弱や速度を変化さ 振り返り

せて演奏する。工夫した合奏を聴き合い，「旋律の高さを変えてみたい」「他 ④～⑦【みんなの魔法カード】

の楽器も加えたい」という新たな問題を共有する。 自分の頑張りや友達の頑張

りを振り返ってグループで鈴

⑦ グループで『魔法のすず』を工夫して合奏しよう の色を塗ったり，次にしたい

前時に取り上げられなかった工夫を共有し，合奏を録音して効果を確かめ ことを話し合って書いたりす

る。また，鈴等，これまでなかった楽器を加えて演奏し，思い浮かべた情景 ることで，友達と協働したよ

に合うように，さらに工夫する楽しさを味わい，最後にみんなで聴き合う。 さを感じられるようにする。
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３ 本時の学習指導

（１）目 標

自分たちの思い浮かべた情景に合う演奏にするために，強弱や速度に着目して『魔法のすず』の

演奏のしかたを工夫することができる。

（２）学習指導過程

学 習 活 動 子 ど も の 意 識

１ 自分たちの『魔法のすず』 不思議な『魔法のす 楽しい『魔法のすず』 怖い『魔法のすず』

を想起し，学習課題を確認す ず』を表したい。 を表したい。 を表したい。

る。 自分たちの『魔法のすず』に合う工夫をして合奏したい。

自分たちの『魔法のすず』を工夫しよう

２ 強弱や速度を変化させると 表したい様子に合うように強弱や速度を変えるといいね。

感じが変わることを想起し， 不思議な感じだから 楽しい感じは，強弱 怖い感じだから，強

見通しをもつ。 速度をいろいろに変 と速度，両方を変え 弱を変えたらいいと

関【魔法ボックス】 えてみたいね。 たらどうかな。 思うよ。

強弱や速度を変えて，自分たちの『魔法のすず』が表せそうだよ。

３ 自分たちの思い浮かべた情 みんなが不思議な力 みんなが聴き入って 踊らされている人が

景に合うように強弱や速度を で踊らされている様 しまうような楽しい だんだん怖くなって

変化させる。 子を表したいから， 感じを，はじめは弱 いくように，終わり

（１）グループの拡大楽譜に， 前半はゆっくり，後 くだんだん強くして に向かってどんどん

どのように変化させるかを書 半は速く演奏してみ 全体的にゆっくり演 強い音にして演奏し

き込む。 よう。 奏したらどうかな。 てみよう。

どんな感じになるか，みんなで合奏して試してみたい。

（２）グループで合奏し，変化 思ったような魔法の鈴の感じが あまり様子に合っていない。ど

を確かめる。 出ているよ。聴いてほしい。 うしたらいいのかな。困った。

自【魔法の楽譜】 他のグループはどんな工夫をしているのかな。

表す様子は違うね。でも私たち 僕たちとよく似た様子だよ。ど

４ グループの合奏を聴き合っ と同じで速度を変えているよ。 のように表すのかな。聴きたい。

て感じたことを伝え合う。 私たちは不思議な感じを速度で 強弱だけでなく速度も一緒に変

関【魔法タイム】 表したけど，すてきな感じも速 えているね。二つ変えたらもっ

度で表せているね。おもしろい。と表せそうだな。やってみよう。

やっぱり，自分たちの工夫がい 友達の工夫が自分たちにも生か

いな。 せそうだよ。取り入れたいな。

自分たちは，強弱（速度）を変えて表すのがぴったりだ。

強弱や速度を変えると自分たちの様子に合う合奏になるね。

５ みんなの魔法カードで活動 友達から頑張っていたことを言ってもらえて嬉しかったよ。

を振り返る。 旋律の高さを変えてみたら，感 鈴等の他の楽器も加えたら，も

振【みんなの魔法カード】 じが変わるんじゃないかな。 っと情景を表せそうだよ。
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（３）授業の詳細

前時までの子どもの意識 学習活動１

前時，グループごとに『魔法のすず』を絵で表すことで，「不思議な『魔法のすず』にしよう。鈴

の音を聴くと，みんなが踊り出してしまうんだよ」等と，情景を思い浮かべたことを想起する。そし

て，「自分たちの『魔法のすず』を工夫しよう」と共通理解した学習課題を，本時の始めに確認する。

学習活動２

まず，これまでの学びを想起させるために，全体で『魔法のすず』を合奏する。そして，表せる情

景の異同に着目させるためにICTを活用した「魔法ボック

ス」で，強弱等の要素を変化させた『魔法のすず』を聴

く時間を設定する。関【魔法ボックス】子どもたちは，

自分たちの『魔法のすず』の情景を表すための見通しを

もち，思い浮かべた情景に近づけたいと意欲を高めてい

くだろう。

学習活動３

見通しをもった子どもたちは，強弱や速度をどのように変化させるか，グループで拡大楽譜に書き

込んでいく。そうすることで，強弱や速度の変化が可視化され，「うまく表せているか確かめてみた

い」という合奏への思いを高めるだろう。合奏する際には，必要に応じて音符に色付けした楽譜や，

色シールを貼った楽器を使用し，自信をもって演奏できるようにする。自【魔法の楽譜】自分たちの

思い浮かべた情景を表せたと感じている子どもは「友達に聴いてもらいたい」，表せていないと感じ

ている子どもは「友達はどのように工夫しているのかな。聴きたい」と思い始めるだろう。

学習活動４

そこで，自分たちの表す『魔法のすず』の情景と工夫を伝えて，互いの合奏を聴き合い，気付いた

ことを全体で交流する時間を設定する。その際，技能面において，まだうまく合わせられていないと

感じているグループの工夫については，クラス全員で表すようにする。そして，グループまたはクラ

ス全員で合奏した『魔法のすず』を録音し，その効果を確かめる。関【魔法タイム】子どもたちは，

「僕たちとよく似た様子だ。どのように表すのかな」等と，友達の演奏の工夫に興味をもって交流す

るだろう。「不思議な感じを，速度をゆっくりしたり速くしたりして表しているんだね」「楽しい鈴の

感じが，強弱をだんだん強くして，速度は全体的にゆっくりすることでよく表せているよ」と，工夫

の効果を伝える。互いの工夫した合奏を聴き合った後，自分たちの工夫について，各自で再考する時

間をとる。「○○さんたちの工夫を取り入れるともっと様子を表せそうだ」等と，よりよい表し方を

見つけたり，「やっぱり今の工夫がいちばん自分たちの思い浮かべた様子を表せている」等と，自分

たちの工夫に自信をもったりするだろう。

学習活動５

授業の最後に，グループごとに振り返りをする。一つは自分の頑張

り，もう一つは友達からの称賛という視点で，それぞれの好きな色で

鈴の色を塗ったり，次にしてみたいこと等を話し合ったりして振り返

りカードに書く。振【みんなの魔法カード】また，「今日は，頑張っ

たと思う人が７人，友達からよかったところを伝えてもらった人が９

人だから，魔法のすずが16個塗れるよ。前より増えたね」等と，互

いの頑張りを認め合いながら鈴の色を塗る。そして，グループで共有した「旋律の高さを変えてみた

い」「他の楽器も加えたい」等の新たな問題を全体でも共有させ，次時へとつないでいく。

（４）総括的評価

自分たちの思い浮かべた『魔法のすず』の情景に合うように，繰り返し練習をして，互いに聴き合

い感じたことを伝え合いながら，強弱や速度を工夫している。 【方法：ワークシート，発言】

【魔法ボックス】 【中:Bluetoothスピーカー】

【みんなの魔法カード】
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様子を思いうかべて演奏しよう 

―『魔笛』『魔法のすず』― 
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『魔法のすず』の合奏に興味をもち，より自分たちの思いや意図に合う演奏に近づく

ように練習を繰り返し，互いに聴き合って感じたことを伝え合いながら，さまざまな

曲に表現の工夫を生かそうとしている。 

歌劇『魔笛』の曲想から想像した情景と結び付けながら，『魔法のすず』を演奏する

ときの強弱や速度を思いや意図をもって創意工夫する力 

 

１ 音楽科で育成したい思考力 

２ 小学校学習指導要領(中学年)より 

本題材で扱う内容は，領域では「Ａ 表現（２）」に属する。中学年では，範奏・視奏の

能力，音楽を感じ取って器楽の表現を工夫する能力，楽器にあった表現の能力，音を合わ

せて演奏する能力を育てていくことが指導のねらいとなる。そのためには，低学年で味わ

った器楽の表現の楽しさを基盤にしながら，既習の楽器を含めてリコーダーや鍵盤楽器な

どの演奏に，児童が意欲をもって主体的に取り組むような器楽の活動を実践することが重

要である。そして，そのような器楽の活動の中で，楽器の音色や表現を工夫したり，思い

や意図をもって演奏したりする喜びを味わうようにすることが大切である。さらに，児童

が楽器の演奏の仕方の基礎を身に付けたり，思いや意図をもって演奏する楽しさを味わっ

たりしながら，〔共通事項〕との関連を十分に図り，楽しい器楽の活動を進めることが大切

である。 

Ａ 表現（２） 

イ 曲想にふさわしい表現を工夫し，思いや意図をもって演奏すること。 

 この事項は，音楽を感じ取って器楽の表現を工夫する能力を育成するために，曲想にふ

さわしい表現を工夫し，思いや意図をもって演奏する内容を示したものである。 

 中学年では，楽曲の特徴を意識して聴いたり，感じ取ったことや想像したことを伝え合

ったり，それを生かして演奏したりしようとする意欲が見られるようになる。このような

児童の実態を踏まえ，曲想を感じ取り，それを表現に生かし，思いや意図をもって演奏す

るようにすることが重要である。 

 ここで言う「曲想にふさわしい表現を工夫し」とは，音楽を形づくっている要素のかか

わり合いを感じ取って，曲想にふさわしい表現をつくりだすことである。なお，ここで言

a  知覚・感受する力： 音楽を形づくっている要素や，そのかかわり合いから生ま

れる曲想を基に，音楽の表す情景を想像する力 

b  表現を工夫する力： 音楽から想像した情景と結び付けながら，音楽を形づくっ

ている要素や，そのかかわり合い方を，自分の思いや意図を

もって創意工夫する力 

育成したい「思考力」と学びに熱中する子どもの姿 
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う「曲想」については，第２章第２節２の〔共通事項〕で説明しているとおりである。ま

た，「思いや意図をもって演奏する」とは，表現に対する明確な考えや願い，意図をもって

演奏するということを意味している。ここには，児童が自ら考え，試行錯誤し，主体的に

器楽の活動に取り組んで欲しいという願いを込めている。このような活動を目指すことは，

児童が自らの感性や創造性を発揮しながら，自分にとって価値のある新しい器楽の表現を

つくりだすことにつながるのである。 

 指導に当たっては，曲想の変化に合わせて表現したり，強弱や速度等の違いによる表現

方法を様々に試したりすることで，表現を工夫する楽しさを味わうようにすることが大切

である。また，表現を工夫する手掛かりを音楽の中から求め，表現のよさを感じ取る体験

を積み重ねることも重要なこととなる。 

 

３ ｢思考力｣の育成について 

題材構成の工夫と，その価値 

子どもたちが器楽表現を工夫する際に必要となってくるのが，音楽を特徴づけている要

素や音楽の仕組み（以下，要素や仕組みとする）である。要素や仕組みを器楽表現に生か

していくには，それらがどのような場合に使われて，どのような効果があるのかを子ども

たちが知識としてもっておかなければならない。要素や仕組みについては，これまでの学

習の中で教師が意図して題材構成をし，さまざまな楽曲を通して扱っている。しかし，複

数の要素や仕組みが混在する楽曲からは，一つ一つの要素や仕組みがどのような働きをし

ているのかまで理解するのは難しく，子どもたちがそれらを十分に整理できないことが予

想される。また，一つの楽曲を聴いても，個々が聴き取る部分により，そこに働きかける

要素や仕組みもさまざまに違ってくる。それらの意見を出し合い，要素や仕組みという視

点をもってその楽曲の工夫を読み取っていくことで，自分の気付かなかった要素や仕組み

に気付いていくことができ，より豊かに表現を工夫することができると考える。 

本題材では，歌劇『魔笛』の鑑賞をした後，合奏曲『魔法のすず』の演奏に取り組む。

グループや全体で合奏する際に，強弱や速度を変えることで，より自分たちの思いに合う

音楽へと変化させられることに気付かせたい。そのためには，基礎的な表現の能力を身に

付けさせておく必要がある。楽器を選択した後，読譜能力の個人差を埋めるために，必要

な子どもには，音符と楽器に同じ色付けをした【魔法の楽譜】（詳細は P14）を渡して，各

自で練習に取り組ませるようにする。全員に一定の基礎的な演奏技能が身に付いたら，ま

ず，強弱を変化させた曲を聴かせ，情景を思い浮かべる時間を設定する。そして，さまざ

まな情景を強弱と結び付けた後，実際に演奏して録音し，それを聴いて確かめる【魔法タ

イム】（詳細は P15）を設ける。同様に，速度を変化させた曲を聴かせて情景と結び付け，

実際に演奏して確かめる時間を設定する。それを板書にまとめていくことで，強弱や速度

を変化させる効果を確実に捉えさせたい。そして，それらの効果を，鑑賞した『魔笛』と

結び付けるために，「歌劇に登場する人物（タミーノ・夜の女王・ザラストロ・パパゲーノ

とパパゲーナ）の持っている『魔法のすず』なら，どんな演奏になるだろう」と問い，そ
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れぞれの曲想に自分たちの演奏を近づけたいと思うきっかけとしたい。そして，演奏を工

夫する際には，『魔笛』の曲想を意識しながら強弱や速度をさまざまに変化させ，試行錯誤

しながら主体的に表現を工夫する子どもの姿を目指していく。 

このように，器楽表現の工夫を鑑賞曲の中から求めていくことで，自分たちの思いや意

図に合う音楽を表現するためにはどのようなことを工夫すればよいのかに気付いていくだ

ろう。 

 

４ 本時までの学び 

（１） 第１時間目 歌劇『魔笛』の鑑賞 

○ 板書記録 

   『魔笛』を鑑賞し，６曲の中から気に入った３曲について，気付いたことや感じた

こと，思いうかべた様子等を表を用いて記入した。その後，全体交流を行い，出てき

た意見を板書にまとめた。最後に，『魔法のすず』を合奏することについて知らせ，曲

を聴く時間を設定し，次時への意欲化を図った。 

  ○ 子どもの記述から 

 

 

人 

物 

画 

それぞれの場面の人物画 



8 

 

（２） 第２時間目 『魔法のすず』の楽器選択 

○ 板書記録 

○ 学習意欲への働きかけ  「魔法の楽譜」・「魔法タイム」 

 ・「魔法の楽譜」 

全員に教科書の楽譜に階名を記入した楽譜を配布した。しかし，どこを演奏すれば

よいのかが分からなくなる子どもが想定された。そこで，まず，全員で拡大楽譜を使

用してリコーダーを練習した。その後，それ以外の楽器については，演奏するところ

を横一直線につなぎ，音符を色分けした

楽譜を準備した。同時に，それぞれの楽

器にも同じ色のシールを貼っておいた。

必要に応じて子どもたちに自由に使うよ

う声かけをした。特に，２つの音を同時

に鳴らす木琴の子どもたちには効果的で，

「これを見たら，どこを鳴らせばいいか

がすぐ分かるから，簡単にできるように

なったよ」という子どもの声が聞こえた。 

・「魔法タイム」 

録音機器を使って，パート毎に録音して，自分たちの演奏を確認する時間を設定し
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た。演奏を聴き直すことで，「音が違うよ」「四分休符のところがあるよ。ウンタンタ

ンタンっていうリズムだよね。休みに気を付けて演奏したいな」というように自分た

ちの演奏の課題を見つけることにつながっていた。 

  ○ 振り返りカード 

 

 

 

○ 本時に表出された新たな問題と，それに対する教師の対応 

子どもから表出された新たな問題 教師の対応 

・練習して合奏したい。 

 

・次時にパート別に練習する時間をとるこ

とを伝えた。 

 

（３） 第３時間目 パート練習，全体練習 

○ 板書記録 
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○ 学習意欲への働きかけ  「魔法の楽譜」・「魔法タイム」 

 前回と同様に，必要に応じて「魔法の楽譜」を使用しながらパート練習を行い，そ

の後，全体練習をした。ミニグロッケンの子どもたちは音が飛んだり速く鳴らしたり

する必要があるため，色づけされた楽譜を頼りに練習する姿が見られた。また，全体

での合奏を録音し，全員で聴き直すと「だんだん速くなっているよ」「主旋律のリコー

ダーより，副旋律の方が大きく聴こえるよ」「休みのところで鳴らしてしまっている」

等，具体的な課題が子どもたちから出された。そこで，メトロノームを紹介し，速さ

を一定に保って演奏する練習をした。 

○ 振り返りカード 

 

 

○ 本時に表出された新たな問題と，それに対する教師の対応 

子どもから表出された新たな問題 教師の対応 

・速度を一定にしたい。 

・音のバランスをよくしたい（強弱）。 

・休符に気を付けたい。 

・子どもたちから出てきた課題について，

次時以降，取り組むことを伝えた。 

場面の画像 
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（４） 第４時間目 強弱の変化 

○ 板書記録 

○ 学習意欲への働きかけ  「魔法ボックス」・「魔法タイム」 

 魔法ボックスから，強弱を変えた「魔法のすず」を流すことで，子どもたちはどう

して音が箱から流れてくるのだろうと真剣に聴き入っていた。それぞれの様子を思い

うかべた後，全体で強弱を変えて練習し，さらにグループに分かれて強弱を変えて合

奏した。録音した自分たちの演奏を聴き，強弱がついているか確かめる姿が見られた。 

○ みんなの魔法カード 

 １時間の終わりに，グループで振り返る時間を設定した。すずの左側を自分のがん

ばり，右側を友だちからの称賛があれば塗る。その後，がんばったこと，次にしたい

こと，友だちとやってよかったことを話し合って記入するようにした。 

 

○ 本時に表出された新たな問題と，それに対する教師の対応 

子どもから表出された新たな問題 教師の対応 

・速さを変えたい。 

・もっと練習したい。 

・だんだん強くしたいので，どこから強く

するか話し合いたい。 

・次時に，速度を変化させることを伝えた。 

・その他の課題については，次時以降に取

り組んでいくことを伝えた。 
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（５） 第５時間目 速度の変化 

○ 板書記録 

○ 学習意欲への働きかけ  「魔法ボックス」・「魔法タイム」 

前回と同様に,魔法ボックスから，速度を変えた「魔法のすず」を流した。それぞれ

の様子を思い浮かべた後，全体で速度を変えて練習し，さらにグループに分かれて速

度を変えて合奏した。その際，iPad を使って，これまでに録音した自分たちの演奏の

速度を変化させたり，メトロノームで速度を確かめたりしながら取り組んだ。そして，

録音した自分たちの演奏を聴き，速度を変化できているか確かめた。 

○ みんなの魔法カード 

 

○ 本時に表出された新たな問題と，それに対する教師の対応 

子どもから表出された新たな問題 教師の対応 

・自分たちの選んだ人物の工夫をしたい。 

・拍をそろえる練習をしたい。 

・次時に，自分たちのすずの工夫をしてい

くことを伝えた。その中で，グループ練習

の時間をとることを伝えた。 
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５ 本時の板書計画 

 

補助黒板等 

① 魔笛を鑑賞して 

 

② グループのホワイトボード 

 

 

 

 

 

 

 

 

人物画 人物画 人物画 

人物画 人物画 人物画 

人物画 
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６ 教材の具体 

（１） 魔法の楽譜 

  教科書の楽譜を基に，階名を書き込んだり，音符に色付けをしたりしたもの。また，

何段もあり，自分がどこを演奏するのか分からなくなる子どものために，横に長くつな

いで見やすくしたもの。必要に応じて使用する。 

 

 

（２） ミニグロッケン等 

スズキ楽器のミニグロッケン（ソプラノ）を使用。音板が取り外せる。（7500円＋税）

必要な音だけ残せるので，器楽の他，音楽づくりにも役立つ。 
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（３） 魔法ボックス（ICTの活用） 

段ボール箱に黒い布をかぶせて，前面にカードを出し入れできるようにしたもの。後

方を開けておき，bluetoothのスピーカーを入れて使用する。教師が離れたところからス

マートフォン等に録音した音を流す。離れているのに音が聴こえてくるため，子どもた

ちはワクワク感をもって聴き入る。 

 

 

（４） 魔法タイム（ICT の活用） 

録音機器で自分たちの演奏を録り，確認する時間である。今回は録音機器として iPad

を使用した。速度を自由に変化させるために使用したアプリは「ハヤえもん」。アップル

ストアから，フリーでダウンロードできる。指で黒点を動かすだけで，録音した曲の速

度を変化させることと，音程を変化させることができる。変化させたくない項目は，鍵

をかけることができるので便利である。 
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７ 学びの履歴 
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物

画 

それぞれの場面の人物画 


